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※ 以下は記載例です。ご自身の言葉に置き換えて、自社の報告書にご活用ください。正解は

ありません。研修で気づいたことや、明日から取り組めることを具体的に書くと、監査対応

としても有効です。 

 

３．研修を通じた気づき・所感 記載例 

記載例① 居宅介護支援専門員（ケアマネジャー）の場合 

「困難事例は、誰にとっての困難か」という問いが最も印象に残った。これまで「対応が難

しい利用者」として自分の側から見ていた事例を、クライエント・介護者・地域のシステ

ム・援助者の 4 つの視点で捉え直すと、ほころびは本人だけにあるのではないと気づいた。

グループワークで本人役の立場に立ったとき、「息子には連絡しないで」という言葉の裏に

「迷惑を掛けたくない」という思いが隠れていることを、頭ではなく実感として理解でき

た。言葉をそのまま受け取って支援の選択肢を狭めていた自分の関わりを振り返る機会にな

った。 

記載例② 訪問看護師の場合 

フェイスシートを読んだ時点では服薬管理や麻痺への対応など医療面の課題が真っ先に見え

たが、本人・家族の立場を経てシートを見直すと、心のケアから入る必要のある方だと見方

が変わった。マズローの欲求段階の話で、つながりの場に誘う前に「安全基地」──安心し

て関われる人がいるか──を確認するという視点は、サービス導入を急ぎがちな自分にとっ

て耳の痛い指摘だった。「できないことが毎日分かる」場は、本人にとって成功体験ではな

くマイナスの体験になり得るということも、本人役をやってみて初めて腑に落ちた。 

記載例③ 訪問介護員（ヘルパー）・介護福祉士の場合 

本人役として「お元気そうですね」という声かけを受ける側に立ったとき、励ましのつもり



の言葉がうるさく感じられることに驚いた。良かれと思って明るく声をかけてきた自分の関

わりが、相手によっては「元気の押し付け」になっていたかもしれない。バイスティックの

受容の原則の話で、頼られるまで待つ・そっと寄り添うことも専門職の関わりだと整理さ

れ、「何かをしてあげること」だけが支援ではないと学んだ。 

記載例④ 通所施設スタッフ（デイサービス・通所リハ）の場合 

事例の山田さんが介護予防教室に 1 回参加した後、「自分ができないことが毎日分かる」と

話していたことが衝撃だった。通いの場が本人にとって成功体験にもマイナスの体験にもな

り得るという視点は、日々の送り出しや帰り際の声かけを見直すきっかけになった。ICF の

整理で、将棋が趣味・長年現場監督だったという個人因子が「強み」として赤字で挙げられ

ていたように、できないことではなく、その方の役割や出番をつくる材料を探す目を持ちた

いと感じた。 

 

４．業務への活用・今後の取り組み 記載例 

記載例① 居宅介護支援専門員（ケアマネジャー）の場合 

①アセスメントの際に ICF の 6 分類（健康状態・心身機能・活動・参加・環境因子・個人因

子）で情報を整理し、促進因子（強み）を必ず 1 つ以上記載する。②「〜しないで」「放っ

ておいて」という言葉は、そのまま結論にせず、裏にある思いの仮説をアセスメントに書き

添える。③行き詰まりを感じた事例は一人で抱えず、事業所内で共有する時間を月 1 回設

け、4 つの視点（本人・介護者・地域のシステム・援助者）で捉え直す。 

記載例② 訪問看護師の場合 

①初回訪問時は、医療処置の説明の前に、生活歴や仕事の話を聴く時間を意識的に 5 分つく

る。②訪問記録に「できないこと」だけでなく「できていること」を 1 行以上記載し、事業

所内で共有する。③サービス受け入れが難しい利用者については、ステーション内カンファ

レンスで本人視点・家族視点を意図的に代弁する役を置き、多面的に検討する。 

記載例③ 訪問介護員（ヘルパー）・介護福祉士の場合 

①「お元気そうですね」など励まし一辺倒の声かけを見直し、本人のペース・その日の気分

に合わせた声かけを心がける。②サービス終了時に「また来ますね」「待ってますね」と次



につながる一言を添えることをチームで統一する。③利用者の「困りごと」だけでなく、言

葉の裏にありそうな思いも含めてサービス提供責任者・ケアマネジャーに報告・相談する。 

記載例④ 通所施設スタッフ（デイサービス・通所リハ）の場合 

①新規利用者の趣味・職歴を必ず聞き取り、施設内での役割や出番（将棋の相手、経験を活

かした助言役など）につなげる工夫を検討する。②帰り際に「次はこれをしましょう」「待

ってますね」と、また来たくなる声かけを行うことをスタッフ間で申し合わせる。③利用の

行き渋りが出た際は、「本人の立場からこの場がどう見えているか」を考えるミーティング

を行い、マイナスの体験になっていないかを点検する。 
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